
第２学年＊組 数学科学習指導案
指導者 根本 大輔

R1研修センター長期研修
１ 単元名 平行と合同

２ 単元の評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・平行線や角の性質を理解すること ・数学的な推論の過程に着目し，図 ・平面図形の性質を見いだそうとし
ができる。 形の性質や関係を，平行線や角の ている。

・多角形の角についての性質を見い 性質を用いて論理的に考察し表現 ・平行線や角の性質を活用した問題
だすことができる。 することができる。 解決の過程を振り返って評価・改

・平面図形の性質を用いていろいろ 善しようとしたり，多様な考えを
な角の大きさを求めることができ 認め，よりよい解決方法を検討し
る。 ようとしたりしている。

３ 単元の指導計画（10時間扱い）

次 時 学習内容・活動 指導上の留意点(◎評価)【評価方法】

１ １ 課題 ２直線が交わってできる角について調べよ ・この節では，図形の性質を自分たちで見付けて正
う。 しいことを説明し，それを使って新たな図形の性

質を説明していくことを確認する。
問題 ∠bと∠cが等しくなることを説明 ・平角が180°という視点を基に，理由を考えるよう

しよう。 にする。
・自力解決し，グループで話し合い，全体で共有する。 ・具体的な数値ではなく，文字を用いて説明するこ
・同位角，錯角について知る。 との意味を押さえる。
まとめ ・対頂角は等しい ◎対頂角が等しくなることを，演繹的に導こうとし

・同位角 ている。
・錯角 （主体的に学習に取り組む態度）【観察】

・適用問題を解き，本時の学習を振り返る。

２ 課題 平行線の同位角や錯角には，どんなことがい ・前時に学習した同位角と錯角の図を確認し，２直
えるだろうか。 線を平行に近づけていく様子を見ることで，本時

・平行線の同位角が等しくなることを，実測で確認する。 の学習課題の見通しを立てる。
問題 平行線の同位角が等しいなら ・分かっていることや説明したいことを明確にして

ば，平行線の錯角が等しいこと 問題を解決していく。
を説明しよう。 ◎平行線の性質，平行線であるための条件を理解

・自力解決し，グループで話し合い，全体で共有する。 し，対頂角や平行線の同位角，錯角を使って，角
・同様にして，同位角や錯角が等しければ２直線が平行に の大きさを求めることができる。
なることも確認する。 （知識・技能）【ノート】
まとめ ・２直線が平行⇔同位角が等しい

・２直線が平行⇔錯角が等しい
・適用問題を解き，本時の学習を振り返る。

３ 課題 どの三角形の内角の和も180°になることを説 ・小学校で学習してきた三角形の内角の和が180°に
明するにはどのようにすればよいだろうか。 なる説明は，どの三角形でもいえる説明ではない

・見通しを立て，自力解決し，全体で共有する。 ことを確認し，演繹的に説明することの必要性を
まとめ どんな三角形の内角の和も180°になることを 感じる。

説明するには，図形の性質を使って文字で説明 ◎三角形の内角の和が180°になることを，図形の性
すればよい。 質を使って演繹的に考えることができる。

・適用問題を解き，本時の学習を振り返る。 （思考・判断・表現）【ワークシート】

４ 問題 右の図の３つの角にはどん ・最初に，∠aと∠bに具体的な数字を入れた図で考
な関係があるだろう。 えることで，問題の結果を予想する。

・前時の活動を振り返り，文字で説明することの必
要性を再確認する。

・既習の図形の性質に結び付けるためにはどうすれ
課題 ∠a+∠b=∠cがいつでも成り立つことを説明 ばよいかという視点から，補助線をひいて考えら

するには，図をどう見ればよいだろう。 れるようにする。
・使えそうな既習事項を付箋に記入し，それに合った補助 ・既習事項と補助線を入れた図を関連付けることが
線を図にかき入れて，解決過程の見通しを立てる。 できない生徒は，既習事項から考えたり図から考

・自力解決し，各自の考えを伝え合う。 えたりするように声をかける。
・ワークシートに解決過程を記述する。 ◎図形の性質に関心をもち，進んで補助線をひいて
・全体で解決過程を共有する。 調べようとしている。
まとめ 図に補助線をひいて，習った図形の性質を使 （主体的に学習に取り組む態度）【ワークシート】

えるようにすれば，説明することができる。 ・点Ｃを動かした図を適用問題とし，条件を変えて
・適用問題を解き，本時の学習を振り返る。 発展的に考える。

５ 課題 ｎ角形の内角の和は何度になるだろう。 ・小学校での学習を振り返り，四角形や五角形の内
角の和を考えて，ｎ角形の内角の和が何度になる

問題 右の五角形の内角の和を求めよ のか予想する。
う。 ・前時に学習した，三角形の内角の和が180°である

ということを基に考えていく。



・図に補助線を入れ，解決過程の見通しを立てる。 ・ｎ角形の内角の和を求めることができない場合
・自力解決し，各自の考えを伝え合う。 は，五角形と同様に六角形や七角形で考えること
・五角形の内角の和の求め方を基に，ｎ角形の内角の和の で，関連付けて考えるようにする。
求め方を類推し，ワークシートに記述する。 ◎ｎ角形の内角の和を帰納的に調べ，求め方を演繹

・全体で共有する。 的に導くことができる。
まとめ ｎ角形の内角の和は180°×(n-2)である。 （思考・判断・表現）【ワークシート】

・適用問題を解き，本時の学習を振り返る。

６ 課題 ｎ角形の外角の和は何度になるだろう。 ・提示された五角形の図から，外角を図示すること
で，外角について復習する。

問題 右の五角形の外角の和を求めよ ・１つの外角の大きさを求めることが難しいことか
う。 ら，５つの外角をまとめた大きさを考えるように

する。
・外角と内角を合わせると180°になることに着目し

・使えそうな既習事項を付箋に記入し，解決過程の見通し て考える。
を立てる。 ・ｎ角形の外角の和を求めることができない場合

・自力解決し，各自の考えを伝え合う。 は，五角形と同様に六角形や七角形で考えること
・五角形の外角の和の求め方を基に，ｎ角形の外角の和の で，関連付けて考えるようにする。
求め方を類推し，ワークシートに記述する。 ◎ｎ角形の外角の和を用いて，外角や内角を求める

・全体で共有する。 ことができる。（知識・技能）【ワークシート】
まとめ ｎ角形の外角の和は360°である。

・適用問題を解き，本時の学習を振り返る。

７ 問題 右の図の４つの角にはどのよう ・第４時の図形の平行線を動かして本時の図が作ら
８ な関係があるだろう。 れることを視覚的に捉える。

・最初に，∠a，∠b，∠c，∠dに具体的な数字を入
れた図で考えることで，問題の結果を予想する。

・問題の図を，見たことのあるような図形に区切る
課題 ∠a+∠b+∠c=∠dがいつでも成り立つこと ためにどうすればよいか考えることで，様々な場

を相手に分かりやすく説明するには，どのよう 所に補助線をひく。
に説明すればよいだろう。 ◎∠a+∠b+∠c=∠dがいつでも成り立つことを，い

・使えそうな既習事項を付箋に記入し，それに合った補助 ろいろな補助線をひいて既習の図形の性質に結び
線を図にかき入れて，解決過程の見通しを立てる。 付けて考えることができる。

・自力解決し，各自の考えを伝え合う。 （思考・判断・表現）【ワークシート】
・ワークシートに解決過程を記述する。 ・点Ｄを動かした図を見ることで，条件を変えて発
・全体で解決過程を説明した記述を読み，その説明に合っ 展的に考える。
た補助線をグループで考える。

・適用問題を解き，本時の学習を振り返る。

９ 目標：星形五角形の先端の角の和が180°になることを，根 ・結果を予想し，問題解決の意欲を高める。
10 拠を明確にして筋道立てて説明することができる。 ・実際に５つの角を切ってつなげてみることで，５

問題 右の図の先端にできる５つの角 つの角の和は180°になるであろうと予測する。
の和は何度になるだろう。 ・180°になるという結論をいうには，５つの角がど

うなっていることなのかを考えるようにする。
・既習事項を思い出せない場合は，ノートを振り返
るようにする。

課題 ∠a+∠b+∠c+∠d+∠e＝180°がいつでも成 ・自力解決できた生徒は，分かりやすい説明ができ
り立つことを相手に分かりやすく説明するに るように，図や式を用いて説明の準備をする。
は，どのように説明すればよいだろう。 ・解決過程の見通しが立たない生徒は，図の捉え方

・使えそうな既習事項を付箋に記入し，それを問題の図か に戻って既習の図形の性質につながるような図を
ら見いだして，解決過程の見通しを立てる。 見付けるようにする。

・自力解決し，各自の考えを伝え合う。 ・友達の説明の中で分かりにくいところがあるとき
・ワークシートに解決過程を記述する。 には，なぜそうなるのかを質問するようにして，
・全体で解決過程を説明した記述を読み，グループでその 相手の解決過程を理解できるようにする。
内容を図で捉える。 ・「根拠を明確にすること」,｢相手に分かるよう
まとめ 図形の性質が成り立つことを分かりやすく説 に」を意識して説明を記述するようにする。

明するには，根拠を明確にして，図，言葉，式 ・説明の記述が困難な生徒は，再び友達から説明を
を使って順序よく説明するとよい。 聞いたり，記述の仕方のグッドモデルを参考にし

・適用問題を解き，本時の学習を振り返る。 たりする。
・個人で考えたあとに，グループで話し合う。
◎星形五角形の先端の角の和が180°になることを，
根拠を明確にして筋道立てて説明することができ
る。 （思考・判断・表現）【ワークシート】

※努力を要する生徒には，既習事項をノートで振り
返り，問題の図に既習事項をかき込むことで，解
決の見通しを立てることができるようにする。そ
れでも見通しを立てることができない場合は，友
達の考えた解決過程の見通しを聞き，それを基に
解決過程を自分の力で記述できるようにする。


